
人間は、「p53」のコピーを2つしか持っていない。
ゾウには、この大物がん抑制遺伝子「p53」の一部
が変化したコピーが38ある。

これは、ゾウの体が進化の過程で、腫瘍の形成を阻止する
遺伝子の追加のコピーを多数作成してきたことを意味する。

がん抑制遺伝子の力が強い ＝ がん になりにくい

お父様 と お母様 からもらった



実際にはどれくらいの遺伝子異常があるの？

どれくらいの時間がかかってがん組織
はできるの？



Distant metastasis occurs late during
the genetic evolution of pancreatic 
cancer

（遠隔転移は膵臓がんの遺伝的進化の後期に起こる）
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原発巣内の転移クローンのクローン進化

３５個の遺伝子異常
最終的に ６４個の遺伝子異常
が起きている

腹腔転移 肝転移

肺転移

原発巣



１０年から２０年かけて大きさ１ｃｍになる

大きさ１ｃｍになると急成長します

膵臓から肝、肺や腹膜への遠隔転移は２年くらいで発生してしまう



たった1つのがん細胞が検査でわかるほど大きくなるには、10年から20年の時間が
必要です。

がんは、老化の一種です。長生きするとがんが増えるのは、突然変異が蓄積される
のと、免疫細胞の働きが衰えるからなのです。

日本は世界一の長寿国になった結果、「世界一のがん大国」になりました。
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日本人の死因でがんによるものが多いのは
決して恥ずべきことではありません。

健康意識が高く、肥満や高脂血症、高血圧を
積極的にコントロールしている

医療レベルが進んでおり、感染症などで
死亡することが少ない

しかし、できるだけ がん にはなりたくない！

①

②

心筋梗塞、脳卒中などの死因が減少



➂がんの発生を防ぐには

どうすればよいのか？



細胞のコピーミス（DNAの傷）を

起こさせないようにする。

これが、がんを予防する第一段階です。



細胞（遺伝子）のコピーミスの原因



まずは

１、遺伝子のコピーミスが起きやすいものに被爆しない

•紫外線、放射線

•化学物質、たばこ

それでも、細胞分裂がある限り コピーミスは起きます。

どれくらい起きているの？



しかし、免疫細胞は、できたばかりのがん細胞を攻撃して死滅させます。私たちの

カラダの中では、毎日毎日、「5000勝0敗」の闘いが繰り返されています。

でも、免疫による監視も、人間のすることですから、やはりミスが起こります。

生き残ったがん細胞が、やがて、塊としての「がん」になっていくのです。

気を付けて生活していても、、、
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がん細胞は人が生きている限り
体の中でできてしまいます。



•それなら、これをどうすれば

よいのでしょうか？



•がん細胞はできてしまう。（コピーミスにより）

• でも、この細胞を免疫で退治する。

•細胞が集まった組織となるまで育たせない。

免疫機構を活発化させればよい。





まずは自然免疫











がんの予防法

現在は、「がんの予防 １２か条」 として紹介されています。

がんをどう予防すればよいか？





がんの予防 新１２か条





細胞のコピーミスの防止











受動喫煙はよくない！
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細胞のコピーミスの防止、免疫機構を活性に保つ





これを分解することが重要！



無理に飲まない！



細胞のコピーミスの防止、免疫機構を活性に保つ







食べものから適量のビタミンと繊維質のものを多く


